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.ぅ
か
、
或
-る
い
又
、
あ
ぐ
ま
で
そ
れ
が
偶
然
的
な
一

時
的
現
象
に
す 

ぎ
ず
、
や
が
て
.は
一
九
，ニ
 

0年
代
に
吾
々
が
迎
え
た
如
き
繁
纸
期
.の 

訪
れ
と
共
に
商
業
の
此
の
分
野
ヒ
お
け
る
莫
大
な
最
の
派
出
流
入
が 

■

:得
现
せ
ら
.れ
る
で
.あ
ろ
.ラ
か
、
：
.
.
.■

.

.此
等
の
諸
點
を
明
ら
か
に
ー
し'ょ
>ジ
と
す
..
る
こ
..と.こ
.そ
著
者
が
此
の
硏
究
に.
... 

お
い
て
七
の
ね
ら
い
と
し
た
と
こ
ろ
に
外
な
ら
な
い
。

：

 

,

調
资
方
法
.

，此
の
：論
文.は
表
題
の
示
す
如
く

V
.

ッ
ッ
V
ハ
I

ク

及

ぴ:-
ッ

ラ

ァ

口

！

兩

'

 .

 

市
を
そ.の
鄴
象
と
し
て
と
り
^̂

て
い
る
の
で
あ
る
％
、
特
に
ゼ
ッ
ッ
バ 

.
-I
;
'ク
市
に
關
す
各
資
料
の
.整
理
：に
は
、
ピ
：
ジ
ッ
：

X

丨

ダ

大

學

ボ

ゥ

ァ

ー

敎
. 

授
が
當
ら
れ
だ
。

が
つ
ズ
同
敎
授
は
ー
九
竺
六
年
そ
の
學
位
請
求
論
文
に

':
'
'
'
' 

お
い
.
.て
此
の_

を
と
.り
上
げ
ら
れ
た
の
で
あ
づ
た
が
、
、そ
の
.際
の
硏
毙
.

.

方
法
と
金
く
同1

の
方
法
を
此
の
場
合
も
踏
製
せ
ら
れ
た

.の
で
あ
り
、
.
文
' 

一
方
パ
ッ
.フ
ア
ロ 
I
市
の
調
奪
は
著
者
自
# :

の̂

に
成
る
か
で
^

る
，が、
' 

こ
れ
も
又1
九
三
0

年
の
マ
ッ'
ク
ゲ
!;
'

-
ィ

敎

授

の

手

續

を

何

讓1£
を
加
ゾ

‘ 

九
0 

(

1
0五
6

え
る
こ
と
な
く
利
用
せ
ら
れ
て,

いる
。
し
か
も
！

g

敎
授
.の
調
莸
方
法
に
は
. 

殆
ん
、ど
異
る
と
こ
ろ
が
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
ら
の
結
果
，は
そ
の
ま
、

.
 

.ま
相
5 :
に
：比
較
し
ぅ
.る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
と
ら
れ
た
方
法
と
‘

:

ば
具
體
的
に
そ
次
め
如
尤
ヤ
あ
名

。
：，
'

:

:
,\
-.
卽

ち
■-
>
先
ず
醫
と
せ
ら
办
た
期
間'の
最
初
の
年
§
.
々
0
ニ「

窗

^

. 

年
鑑」

に
記
載
せ
ら
れ
て
あ
^
^
鋪

を

一

々
別
々
の
ヵ
ー
ド
に
そ
の
名
稱. 

L
住

所

を

：記

从

す

：
る

。

.
そ

：、し

て

每

年

；
の

年

鑑

：を

速

續

的

に

調

査

：
し

、

W

一
 
パ 

の

收

飿

が

同

：
ア

の

住

所

に

記

錄

せ

>̂
;
れ

で

い̂
場

合

は

夫

々

の

ヵ

，
丨

ド

に

.
‘ 

そ
の
年
度
を
記
錄
.1
.感

t

 

V
..
U
あ
る
席
舖
が
あ
る
年
度
：の

年

鑑

か

ら

，
 

1;
'
落
：U
て
い
る
^-
き
は
空
&

の
ま
ま
に
し
て
お
く
ァ
叉
そ
の
前
年
の
年
鐵 

に
は
記
錄
の
な
か^
た
店
鋪
が
發
見
せ
ら
れ
ね
ど
き
に
は
、
新

ら

し

く

力
.'

丨
ド
が
作
ら
れ
る°-
も
し
往
所
又
は
名
稱
に
變
：更'の
あ
つ
'た
場
合
に
は
、

；

そ

の

住

所

に

お

，
け

る

店

：主

の

變

更

又

は

店

主

'
の

住

所

變

更

を

亲

す

力

ー

ド

.

.:

が
新
た
に
■

せ
ら
れ
る
'°
'
.此
：
の

よ,^
に

し

て

全

期

間

の

調

查

が

完

了

し
 

.
た
と
き
、.そ
の
力
ー
ド
ば
先
ず
名
稱
を
基
準
に
し
て
：ア
ル
フ
ア
ぺ
ッ
ト
順
っ 

.に
整
理
さ
れ
、
次
い.で
町
名
を
基
準
にi

:理
す
る
こ
と
に
.よ
り
、
明

ら■

か
に
印
刷
^

の
誤
り
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
も
の
又
は
名
稱
の
誤
記
に
も
と 

づ
く
と
象
.え
ら
..
れ
る
變
更
を
修
征
す
る
。
，か.く
.て
最
終
的
に
こ
れ
ら
力f 

ド
は
各
店
飾
の
經
營
繼
續
年
數
に
從
つ
て

一：.

表
に
ま
と
め
ら
れ
る
の
で
あ.•

'•
る
。：.此
の
表
か
ら
|

に
そ
0
出
生
_
並
び
に
.死
亡
率
の
計
算
が
«1
熊 

と
な
を
の
：で
あ^
か
、
特
に
死
亡
率
に
關
し
：て
注
意
さ
る
べ
ぎ
こ
と
は
、

.

.

.
^

1

0

1

,
住
所
並
.び
.に
店
主
：の
變
更
は
、
必
ら

>

 
し
も
經
營
に
朱 

敗
し
た
結
果
と
考
え
る
こ
と
は
出
來
え
な
い
と
し
：て
も
、
し
か
し
實
際
に
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H
田
學
食
雜
餽
•
第
四
十
六
卷
第
十
二
號

は
あ
る
が
、
#
印
の
數
は
流
入
數
を

'上
廻
つ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は. 

總
數
に
お
付
る
減
少
を
意
味
してい

る
こ
.と
言
ぅ
ま
で
.も
な
い
。
.流

久

數
ベ

 

、
に
：
つ

い

て

み

麥

、
ぐ
ー

# :
.
1さ
年
に
そ
の
ピ
.丨
ダ

 ̂

' 

降
は
瀨
次
減
少
'6
0
傾

向

：
を

は

つ

き

ヴ

17K
し
^
い
る
.が
、
..
■ '
一
 
カ
谕
出
數
に
つ 

:

い
て
も
、
；そ
の
ピI
ク
に
_
讓
し
だ
'

f

宅

し
て
い
：る
ゆ
で
あ.り
、
：
：
全

期

間

を

通

じ

て

.の
傾

向

ど.’し
て
流
人
及
流
出
兩
.、
 

數
に
お
±:る
減
少
傾
間
、.更
：に——
も

っ

ど
..
%
流
5
數
は
流
久
數
を
2
廻
.
. 

ケ
て
.は
い
る
狀
！

こ
れ
ら
兩
數
間
に.お
け
る
密
接
な
關
係:0
存
在
等
が
八 

指
摘
ざ
れ
ぅ
る
と
思
わ
れ
る。

：
:
'
.
;

.ピ
ッ
.

：

ダ
><
!
ク
市
:-
、
.ピ
タ
ッ：

パ
I
.ク
市
に 

關
し
：て
ば
、
：
大
部
吩
の
年
度
に
つ
い
ズ 

出
量
ft
■そ
.の
.實
敗
^
ぉ
い
て
^
5C
.

121.

分
比
に
%>
'

い
て
-も
ス
ジ
：プ.ァ
；1
1丨
市
の
そ
れ
ょ
り
も
か
な 

り
低
い
の
で
#
る
炉
、
全
瞪
と
^
て
'は

か

な

り
 

:

近
似
的
傾
要
亲
し
て
い‘
。
.等11

表
か
ら
算
，
 

出
す
れ
ば
ぜ
喏
鋪
の
猶
轉
數
はバッ

：フブ
ロ

1 

の
三
•
一
 
廻
轉
に
對
し
，て
ピッ
バ

ー
ク
の
場
合 

:

ば
一1‘

一:1

廻
轉
で：

あ
る
。
一
流
久
最
に
淞
い%
は
.ぐ 

ー：̂

咩
、：.雜
出
«
に

：
ぉ

ふ

て

.
は

ー

一

七

年

を

夫

々

:.
;
'

ピ
ー
ク
と
し
て
減
少
の
傾
向
が
規
わ
れ
、
.
此
の
-
.

傾

向

は1

九1

一

.%
年
ま
で
續
い
た
0
で

ち

戈 

が
、
そ
の
後
、
お
そ
ら
く
は
戰
串
の
接
近
を
そ 

の
傾
因
と
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
再
び

九
ニ 
.
 

0 

0
六
〇)

-

•
 

.

. 

• 

- 

.

.

.

. 

- 

I

增
加
傾
狗
を
元
し
て
い
る
。..流
出
量
が
流
入
量
.を
上
廻
る
點
に
お
い
て
は 

何
等
異
る
と
こ
.ろ
が
な
-1
>
が
、、1
.パ
ッ
フ
ァ
户
丨
：に
比
し
て
特
に
脊 

意
.を
惹v

：

こ
と
；.は
、
.流
入
數
と
流
出
數
と
の
幅
が
は
る
か
に
大
ぎ
い
こ
と

' 

で
あ
り
、
こ
の
こ
む
は
同
市
に
お
け
る
商
舖
數
の
ー
層
大
な
る
減
少
を
語
：
 

つ
て
い
る
。.更
に
.流
！<
及
び
流
出
兩
量
間
カ
關
係
に
お
い
て
、，
.バ
ッ
フ
ァ 

一口
 
！
：市
に
お
け
る'程
贤

接

如

關

係

の

な

か

：
つ

.た
こ
と
.も
併
せ
て
注
意
し
て* 

'お
く
必
要
が
■

う
。

葙
の
事
情
を
.ダ
：ラ
フ
で
：示
し
た
も
の
が
第.

V

圖

.

C

ハ
ッ
フ
ア
ロ

 

i

 . 

，
第
一
一
表
：
へ

年

度

別

獨

立

食

钭

乱

喏

總

數

>
‘流
入
數
•流
出
數
並
び
fe
流
入
.及
流
出
比
率
.
'

年

意

店..：
舖
總 ..
賞 '

流

人

數.

’流

.出

數

流

A
' 串

流

出

串

1924
1926
學

爾

1928
1929

1931
1982
1938
1934
1935
1936
1937
1938
1939
1940 
194X 
1942

2,040
2,107
2,«60
2,099
2,068
2,025
1,965
1,851
1,710
1.594
1,696
1,574
1,620
1,666
1,657
1,527
1,514
1,365

698
■528
細

489

. 341 
277
m
195
249
263
222
193
228
186
214
254
155

416
46；
476
400
460
379
337

886
365
261
244

182
195
244
267
304

34.2

m
20.8
20,9
20,6
16.8
14.1
12.1 
11:4
15.6

14.1
12.7 
14,6

14.0
16.8 
114

[■ - •:.:

2B.6
22.6
22.5
19.4 
21.9
18.4
16.6
17.2
18.2
21.3
16.4 
15.8
16.7 
12.0
12.5
15.7
17.6 
20.1

喊 28,427 8.001 3.699 ...

平均 1,673 281 285 14.1 16.8

(

總
數
及
平
均
は
九11

九
牢
ょ
り1
九
四
ニ
年
ま
で
の
：合
計
並
び.に
.平
均)

,



45.4 17.8 7,6 6.5 4.7 2.4 1.6 2.0 1.3 0.9 1.8 0.9
53.0 16.6 6.7 3.6 2,9 1,7 2.2 2.9 0.7 1,2 Q.9
61.7 15.B11.4 8.2 2,4 2.7 l.T  L0 2.6 1,7
5B.6 11.6 6.9 5.4 4.8 4,4 1.0 M  1.2
49.8 11.3 9.4 3.7 5.5 3.7 1.6 1.4
36.4 15.810.3 7.B 5.5 2.8 8.9
42.5 12.5 8.6 7.1 3.9 4.3
36.5 18.210.9 8.6 3.5 ,
42.0 13.5 6.7 6.1 
81J 17.411.4
33.6 17.4
38.9

全年 44.1 14.7 8.9 5.4 4.1 3.1 2.0 1.8 1.5 1.2 16 0.9
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10(
10(
10(
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10(
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9
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I1
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4 0 ハ .

いッ 

X : フ

脫ァ 
落ロ
す丨
る市 
經流 
營入
の 後 九  
比 の 四
率迎 

續

幺 n  
铃 2  
伴 ご  
次 X； 
に

:
mra
學
會
雜
誌
：
ベ
第
四
十
六.卷
’:■
•第
十11 號

，

犮
ぴ
第「
ー
團
ピ
.；ッ
沒
.

：

パ
！

'#
で
あ
る
.。：：此
等
一
，

1

っ
'の
圖
は
流
入
^

い
て
も
又
流
出
率
に
お
い
て
も
、
金
期
間
を
通
じ
て
み
れ
ば
、
低
減
傾
向 

が
み
ら
れ
る
と
と
も
に
、
他
方
で
は
、
絕
對
數
に
お
け
る
が
如
穴
百
分
比 

.に
關
じ
：て
も
そ
れ6'
爾
|

に̂
は
紙
接
な
關
1

み
ら
れ
名
.,
0
ー
ぞ
れ
で
は
：

.
,か
か
る
流
入
率
と
流
出
筚#
麗

：
の

密

顧

な

關

係

.
9存
す
を
所
以
ば
何
で 

も
る
か
、
此
.の
i

が
次
に
間
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
が
、

.

ftQ

問
に
樹
す
る
解
答.は
、
流
出
！•を
腕
落
.せ
る
店
■
が
經
醫
を
雜
持
，
3 

え
た
そ
の
苹
數
に
應
じ
て
八
刀M

班
す
る
こ
と
に
ょ
り
與
え
ら
れ
る
で
あ 

ち
ぅ
。
 

.

.

.
...

.

次
め
第
三
表
は
、：
バ.ツ
タ
：ア
^
丨

に

：
お

い

で

ー

九

一

】

1
0年
か
ら
四1

一
年 

0.
間
に
新
ら
し
く
開
業
七
て
か
ち
後
，
連
續
す>

年̂
次
に
お
い
て
顧
營' 

,が
'ら
脱
落
し
て
い
：つ
た
企
業
の
比1
-を
ー
：表
に
ま
と
め
た-%
の
で
あ
る
。 

in
ち
此
の
表
が
一
ボ
す
と
こ
ろ
に
ょ
れ
ば
、
：
.一.九I

一
 
九
年
か
ら
四 
一
■¥
の
間 

に
開
樂
し
た
凡
べ
て
めa ：
鋪
.の
凡
そ
四
四
^
は
、
_そ
の
！
！̂

に
は
早
く
も 

晩
落
駿
業
し
て
お
り
、}

年
以
下
.の
露
命
し
.か
も

ち

え

ぬ

も

の

が

，凡

そ

全

. 

.

.

.
體
の
半
ば
近
く
を
占
め
て
い
る
こ
と
は
特
に•注
目
せ
ら
-れ
る
。.1

方
第
四
、 

:表
が
沄
す
ピ
：ッ
ツ
バ
ー
ク
に
關
し
：て
は
、
.パ
ッ
フ
ァ
ロ

 

Iむ
場
合
t
り
稍
. 

々
低
く
、-此
の
數
は
約
四
.

1

多
に
と
ど
ま
つ
て
い
る
。
し
か
し
、
此
の
‘、ハ 

ッ
フ
ア
■ロ
ー
に
お
け
る
第
一
年
目
の
高
い
流
出
率
も
そ
の
後
は
瀬
次
低
下 

し
て
い
つ
て
'い
る
。'卽
ち
一
九
ー
ー
九
年
に
は
因
五
涔
も
の
高
い
双
㈤
率
を 

7K
し
;^
が
ら
、
_
1〇
.年
後
の
三
九
年
.に
，お
い
て
は
そ
れ
は
三
 
一
'
'
%

に

低

下 

し
て
.い
る
'
ピ
ッ
ツ
バ
ー
ク
：に
關
し

V
!
K

え
ば
、.：此
の
第
一
年
次
办⑩
tt
i 

1

•の
ピ
ー
ク
を
形
成
す
る
の
は.一
九
三
三
年
で
あ
る
が
、

：

此
の
年
度
に
お

總

流

入

率

期
末
殘
存
率

後入流流

入

牢

度

42.6 13.2 9.8 7.9 5.9 8.2 2.0 1.2 1.5 1.5 1.6
42.6 17.7 9.0 4.7 3.6 3.2 1.1 1.4 1.4 1JL 3.2
34.4 23.611.0 2.7 3 .11 .8 0.9 0.9 3.1 2.7
66.7 6.7 4.6 2.0 2.0 2.0 0.6 0.0 0.5
8B.0 12.7 7.1 7.0 5.2 3.1 9.0：2.0
35.0 18.7 6.9 6.5 5.7 5.7；5.3
39.0 11.0 6.3 7.6 5.8 6.3
37.1 16.110,0 6,8 6.0 ,

30"18 .0  9.311.0 
4*2.4 12.3 7.6 
42.6 10.3

40,8 14.2 8.2 6.3 4.7 3.7 a2  1.2 1.6 1.7 2.B 2.0
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四
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1
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四
表
ピ
ッ
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バ
ー
ク
市
流
入
後
の
連
續
す
る
各
年
次
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.啪
い
て
脱
落
ず
る
經
營
の
比
率
ヾ
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介

.

い
.て
は
六
六
•
七
多
に
も
達
し
て
い
る
が
、
そ
れ
以
後
は
漸
減
し
、
三
八 

年
に
は
三
〇
.
七
.̂
と
言
う
一
膘
の
底
を
形
成
し
て
い
る
。
：
し
か
し
そ
れ 

以
後
流
入
量
.の
增
加
と
共
に
苒
び
增
大
傾
拘
，を
迪
り
、M
-0
年
に
は
四
一
一 

.
五

-^
に
ま
で
上
昇
し
て
い
つ.て
い
る
。
と
'に
か
く
か
か
■.る
高
い「

幼
兒
. 

死

亡

率
.1
-
♦總
擺
出
敷
に
大
き.な
比
重
を
も
つ
.こ
.と
は
當
然
で
あ
る
。
脱
. 

.:
落
の
对
能
性
の
最i

允
含
比
經
營
は
、
：新
た
に
流
入
.せ
る
防
舖
で
あ
る
こ 

_
と
ば
睞
に
み
次
如
く
で
あ
る
：が
、
こ
め
流
入
數
が
勝
少
せ
石
と
き
は
流
出 

’
率
も
亦
低
下
し
、
：そ.の
結
果
全
體
と
1:
て
の
流
出
率
が
減
少
し
、
ここ
に
 

一
股
的
傾
同
と
し
.て
の
流
人
及
び
流
出
播
率
間
の
平
行
關
係
が
實
現
せ
ら 

れ
る
と
理
解
さ
る
べ
き
で
あ
ろ
う。
-'
.

■•
■
.
此
處
で
：マ
ッ
：ク
ゲ
：リ
ー
敎
授
は
、
_

題
と
し
づ
つ
あ
る
十
三
年
間
に 

-.
.
.
•
•
お
い
て
流
入
.せ
る
總
倍
舖
中
速
續
讷
に
經
營
を
維
捋
し
え
た
そ
の
年
數
を

.

基
準
に
、
そ
.の
夫

々

，
の

期

間

實

際

£
幾
存
：し
免
た
經
營
數
を
算
出
し
、
'此 

，
の
數
値
の
夫
.々
：の
基
準
期
間
に
お
け
る
殘
存
の
可
能
性
を
有
す
る
店
鋪
數 

.:'

.に

對

.^
る

比

率

を

計

算

す

'.
?
>
こ

と
に

よ

づ

て

、

.「

獨
立
店
就」

.' に
‘お
け
る 

經
營
繼
續
の
：豫
靜
靜
命,-
-
-ベ
K
f'<
3

>

e
x
p
e
c
t
a
n
c
y
)

を

'と

ら

え

よ

う

と

す
 

.

.る
。
郞
ち
鼠
五
费
は
此
の
聞
の
事
情
を
說
明
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
例
え 

ば
.

I

一
 
年
間
述
續
經
營
を
維
持
し
う
る
經
營
の
可
能
數
は
總
流
入
數

.

.

(

四
、
_
 

ノ
四
.三
四
店
>
:中
上
り
最
^

次̂
に
流
入
せ
る
ニ
ー
九.四
庙
を
除
い
た
四> 
一一 

■'
,四O

店
で
あ
る
。
;i
:
£.
.ろ
が
實
際
に
存
續
し̂

た
も
の
は
|
ー、
三
六
九
a 

で
あ
々
て
：、
，
後
考
の
前
著
に
對
す
る
此
率
と
し
.え
豫

想

薄

命

五

：
五

.:
:

九
涔 

..

.
が
算
出
せ
ら
れ
る
。
か
か
る
方
法
で
ニ.

1

一

1

席
間
に
苴
つ
て
得
ら
れ
た結
果 

'.
'■を
ン

九

；

八

要

り

一

ー

：八

年

に

_

る

[|
|
]
.の
'—1
'
推

塞

想

翳

命」

->
.比
較
す
' 

.
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讀六表パジフアロー；feピッツバーク、ノパッフアローの1918—1928に至 

る獨立食料雜貨店豫想縳命の1929—19招に至る間Qそれとの比 

較及びビジツバ一クの1925—1934に至る間の獨立食料雜貨店豫 

想壽命の1929—19% に及ぶ間のそれとの比較

―*  ̂ニ ■.三 .，. 四、. 五：六 ' 七 '_ ......... ■ k ■
年. '  年 . '年 ..年 年 ::...年 '

八

年

九

年
〇
年 年 年 5

パツ >ア口 -
.' ' • ノ、 , r ........... .ン 1 - ' ' • ' <
• / ' . ' . へ： .....

1918-1928 100 40.0 26.2 19,3 15.1 12.7 10.2 7.9 6:9 5.0 • .. •--

1929-1942 100 55.9 40.9 31.5 25.4 20.6 17,2 14.5 1 2 . 1 10,B
. ノ ...-..ぐ . . ....: ■ • '  V. ■ .…. ， .

9.3, 8.9 8.2

匕。ッ.タノぐニ.ク - v ■ • ノ . . . .*

1925-1934 100 58.0 42.0 34.0 80.0 20.0 23.0 21.0 19.0 17.0¥ ' ' , - '
.•

1 929-J942 100 69.7 45.6 87.2 30.8 26.0 22.6 19.1 17.5 15.1 13.7 10.6 7.7• ■ 'V  . ' . • - •

W

田
：
學

會

雑

餘

；

.輿
西

十

六

卷
B
十
二
號

第
五
表
;'
'
"
:
;
バ
ダ
フ
^
ロ
；1
、
：#;
期
間
に
苴0

て
殘
存

の

可

讓 

::

:
:
,
\
'.
-
:
:
を
有
す
.谷

旃

饊

數:'
實

際

に
 

:
'.
ン
>
.

「

:,
.
.，
へ.
:

；.
■

■
'
へ

.:
■
.
,;
.

:-'
.::

/

:

燁

顧殘 

數能

殘 
茌 . 

. 紙  
■ 營 
數

豫

想，

議

命

1 . 
2 
8 

. 4
5
6
7
8 
9

10
11.
12
13

4,434 
4,240 
4.087 
8,790 
3,601 
3,189 
2,885 
2,605 

, 2,218 
1.784 
1,379 

967 
550

4,434
2,369
1,652
1,196

889
658
497
377
269
184
126
88
45

100
55.9
40.9
31.5
25.4
20.6 
17.2
14.5 

.12.1
10.8
9.1 

■ 8.9
8.2

る
こ
と
に
ょ
っ
て
、
此
の
兩
|

に
贫
料
雜
貨
小
钗
商
業
の
分
野
に
お
い 

.
'て
患

じ
:.
*
:|1
化
を
_

て
明
瞭
に
>-
ら
え
久
る
こ
と
と
な
る0:.
;第
六
表
は
：：
 

此
の
比
較
を
行
つ
て
い
る。
'

,- 

此
の
表
で
パ
ッ
フ
ア
ロ-丨
に
關
す
る
部
分
は
、
第
一M

2
九
一
八—

 

U

九
：一

一

八)

と
第
-:
期

^
:丸
一
：
一
九

—

1
九

些

-
で

は

食

料

_

貨

店

の
 

^
e:
率
は
第
二 

■

お
ぃ
て
か
な
り
減
少
し
た.こ
：と
を
示
し
て
お
り
、
卽 

..ぢ

■£
..のこ

.
：

と
は
新
た
に
流
入
ず
名̂
鋪
に
ふ
っ
て
經
臂
を
繼
續
し
ぅ
ふ
对 

'.
.能
性
の
增
大
せ
る
こ
と
を
意
味;1.
.て
1>
る

。

又

此

.
の

表

の

ピ

ッ
ツ

バI

ク 

，
.
に關
す
る
部
分
は
、
槪
し
で
齋
觀
靜
命
は
パ
ッ
フ
ァ
ロ
I
に
お
け
る
ょ
り
，
 

:
i高
い
こ
と 

> 1
に
^
入
後
の
.最
^
の
五
ヵ
^
間
に
っ
ぃ
で
'は
'
、'.
:
第
一
一
期 

に
お
け
る
方
が
第
一
期
に
お
け
る
よ
り
も
高
い
の
で
あ
る
が
、

•そ
の
’後
は

九
.六

.

(

1
0六
.四)

ハ
•'
此
の
關
俤
は
逆
©.
樣
相
を
虽
し
て
來
る'0
:こ
れ
は
；

「

異

證

戰

擊

狀

態

の

： 

V.....

た
め
1-
と
考
え
ち
れ
る
が
、.へ
と
.'
に
か
.く

--
,ピ
..ッ.
.
.
.
7

バ

ク
..に
關
す
る
.數
字
.

一
.

〕

：も
產

に

：お
い
.て
>
ハ
ッ
フ
グ
ロ —

の
庙
鋪
に
つ
；

S

て
言
い
一
えた
こ
と
と
何
'■■

.

1=

■異

る

.%
:
の
：で
な
い
と
と
：を
示
し.て
い
る
。
|£
[
]ち
.經
營
を
繼
續
し
_ぅ
る
可 

.

■
能
姓
は
一
汍
四
ー
ー
年
に
終
る
赛
ー
：
期

に

お

け

：る

方

.が

か

办

り

樹

大

し

た

と

」 

:
吴
ぅ
こ
と
.で
あ
る
？;-
.
:
.'
/'

.'
:
.
.
; 

.

,

■,
-
.
.
’
-.
■;
'.
''
.

'
此
の
■硏
究
が
明
ら
か
.に
し
た
最
も
重
要
な
事
寧
は
、
：：食
料
雜
貨
小
寶
店 

.
一
め
死
亡
舉
が
.ー
へ
九
ー
ー0-
'
年
以
降
實
質
的
に
低
下
し
、
，
更
に
此
の
低
下
に
は
,
: 

.
■此
の
小
寶
分
野
え
の
新
規
の
流
人
數
.の
減
少
を
伴
つ
た
と
い
ぅ
こ
と
で
あ 

‘

..
る
。
1
入̂
率
と
死
亡
率
と0.
高
^
の
_
關
々
俤
は
從
來
の^
ぼ
に
よ
.つ
て 

.

3
に
指
摘
せ
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
谷
が
、>
か
る
高
度
の
.死
亡
'举

の

亂

■'

:
因
と
し
て
ば
、
：：4

<の
§

の
原
因
に
つ
い
て
は
全
く
無i

に
，
此
の 

-
分
野
に
脱
落
者
が
生
じ
た
と.き
直
ち
に
此
の
空
版
を
ぅ
め
ょ5
と
待
機
：|>
バ：

.
\

でi

る

.「

多
數
の
無
力
な
連
中

j 

.が
こ
こ
え
殺
到
し
たこ
と

で

.あ

る

：と

さ

. 

•:
,

れ
て
い
る
6
:從
.つ
へ
て
此
め
間
の
事
愦
を
明
ら.が
.に
す
る
た
め
に
は
先
ず
：1

.

.

.九
三
〇
牢
双
降
の
流
久
數
の

1

被
的
低
下
の
原
因
を
明
ら
か
.に

す

る

こ

と
'/
' 

■■

か
ら
は
じ
め
る
べ
き
で
あ.ろ
ぅ
。
-

.

• 

彼
等
が
.經
營
.に
氧
す

る

そ

め
-
機
の
一
切
を
明
ら
か
に
.す

る

と

と

比
■ 

勿
^

の̂
.硏
究
が
®

目

的

と

す

：
る

と

ご

ろ

で

.ば
な
い
が
、
■し
.か
し
そ
の
\

,

圭
た
る
も
の
.の
.一. 一

三
を
指
■
し
て
.お
く
必
要
技
あ.る
..
0
.

. 「

此
の
.種
の
_
險
.
". 

;

に
あ
え
て
着
手
す
る
人&

:の
太
部
分
が
ぞ
こ.に
_
待
1
た
-%
-
の
.は
.'「

彼

-

轉
が
他
人
に
使
用
せ
ら
れ
て1
た
と
き
經
駿
し
.た
以
上
の
獨
立
：と
或
.る

程:.

. 

i 

. 

■ • 
• •
.

'

.論

'文
. 

'
親
.
.
介 

,

-

，
度
，の
經
濟
的安
，定J

'

を
獲
得
し
よ
う
と
す
る
こと
で

あ
つ
た
こ

と

.は

否
み 

h 

:
え
な
い
：。1
_實
此
の
分
野
支
人
ら
て
い
つ
た
連
中
は
四

Q
才

以

上

が

.
そ

の 

大
半
を
et-
I
め
で
い
た
の
.で
あ
.り
‘、
.老
年
期
に
謝
す
る
準
備
を
■そ
こ
に
期
待 

...

し
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る0
.が
し
か
しf

社

會

雞

法
.
.の'成
立

以 

來

、
'
.永
久
.的
仕
事
.を
キ
ゆ
.げ
^
う
と
す
；
此
0:I:

群
の
人
々
'
の̂
.，
隨

力

が 

.

.次
業
救
濟
及
び
養
老
保
險.に
よ
つ
.

P

幾
分
な
り
と
緩
和
せ
ら
ら
た

」

こ
と 

:.
.
は
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な.い
。:.
,
-勿
論
か
が
.る
法
の
効
果
を
過
大
評
價
す
る.
. 

こ
と
.ゆ
危
險
.で
あ
る
.と
し
て
も
、「

小
規
模
小
賣
店
の
經
營
に

：

期
待
し
う
. 

.
'る
そ
の
効
果」

.：と
そ
れ
は
優
に
比
較
し
う
る
も
の
で
あ
つ
'た

と

思

わ

れ 

る
。
更
：に
年
輩
の
衝
傭
裁
に
先
任
者
優
先
權
を
認
め
た
勞
働
考
の
組
織
化 

.が
^

^

祀

仕

事

上

の

安

定

感

を

與

え

た

と

と

.も
亦
見
逃
し
え
な
い
。
が
し 

か
し
こ
：れ
ら一

一
つ
：の
事
情
が
何
等
が
の
仕
事
に
入
る
こ
と
に
よ
つ
て
そ
の 

要
求
を
充
だ
そ
う^
す
る
入
々
の
數
を
滅
少_せ
し
め
る
こ
と
に
何
の
程̂
 

b
効
果
を
も
ち
え
か.は
此
の
研
究
が
■
か
に
食
料
品
小
寶
商
業
の
分
野
の 

'み
を
と
り
•扱
つ
た
も
の
に
す
ぎ.な
い
が
故
に
.は
.つ
き
.り
し
た
結
論
を
下
す. 

，.こ
と
は
不
可
能
で
あ
る.。
そ
れ
で
ば
此
の
分
野
に
私
け
る
流
出
及
流
入
數
.. 

の
減
少
傾
向
を
韻
著
に
導
き
出
し
た
決
定
的
原
因
は
何
に
求
め
ら
ゲ
べ
ぎ 

ン
で
あ
ろ
^
>か
0
; 

. 
-

.-
■, 

r

:.

.

'，
-
.小
經
營
え
め
流
入
を
規
定
す
る
條
件
と
し
て
は
、
兇
ず
第

 
一
fc
或
る
程 

」

度
の
貯
藉
を
も
ち'機
會
を
^
て
小
企
業
ゼ
は
じ4
:よ
.う
ど
す
る
人
々
が
存 

■'
在
す
ー
る
£
'と

'
餘

ー

，ー

に

は

->

か

な

り

長

期

に

宜

^

て

滿

足

す

べ

き

所

得

を
 

.約
康
す
る
如
ぎ
仕
事
の
機
會
に
缺
け
て
い
る
こ
於
、
こ
：の

 
一
二
つ
で
あ
る
0.
.

.流
入
數
，に
お
け
る
減
少
傾
同
が
先
ず
最
初
に
あ
ら
わ
れ
た
U
3年
代
の
•初

.

.

.
-
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裏

t
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ホ
六
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O

B

^

^

期
に
あ
'つ
て
は
、
不
祝
の
赏
鼯
の
雄
大
が
將
來
目
し
ょ
う
と
し
て
い
た 

人
々
を
し
て
、
彼
等
の
貯
蓄
を
か
か
.る
嘑
期
に
お
い
て
危
險
な
此
の
分
渺 

.え
投
資
す
る
こ
と
を
妨
げ
た
の
で
あ
り
、
そ
の
後
の
此
の
傾
向
の
持
續

編秦氣の髮彦れ勝會ょり犬な.

る收
入を

 

か
ぞ
れ
^
も
又
キ
見
^
办
永
久
^

ぁ̂
冬
^
思
わ
れ
名
仕
. 

泰
か
、
こ
れ
ら
二
っ
の
中
何
れ
か
一
方
の
選
撣
を
彼
等
に
せ
ま
っ
た
*

」

の 

で
あ
る
が
、
彼
等
は
む
し
ろ
前
遨
を
え
ら
ん
だ
結
果
と
考
え
る
こ
と
が
出 

來
ょ
う
。
し
か
し
な
が
ら
も
し
此
の
^
^
傾
向
の
眞
因
が
右
の
點
に
あ
る 

..
と
す
る
な
ら
ば
.、.
.

... 一..

鹿
び
を
滅
少
ぜ

U
.め
/る
.如
き
狀
態
.ガ
.訪
れ
、
.し
.. 

■か
も
多
數
の
.投
資
し
う
べ
き
貯
蓄
を
も
つ
人
々
が
存
す
る
な
ら
ば
、
！
び 

小

i

營
え
の
夥
し
い
流
入
が
規
れ
る
と
豫
想
せ
ら
れ
る
。
が
し
か
し
吾 

.
が
が
か
る
豫
想
を
行
う̂
當
っ
て
は
、.特
に
食
料
■
¥
:/
h
賫

店

：
$

競

爭
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關

係

，
に.立
っ
ズ

ー

：パー

マ
I

ヶ
ッ
ト
や
述
锁
商
の
特
に
顯
著
な.そ
‘の
後
の 

戚
_
を
考
、慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

，

.
间
等
か
の
經
營
を
開
始
じ
上
う
と
す
る
も
の
が
そ
の
業
種
を
決
定
す
る 

磁
合
、
最
も
耀
に
羅
し
う
る
も
の
を
え
ら
ぶ
の
が
通
常
で
あ
る
。
少 

:

く

と
1̂
..一

 
九
三
.〇
年
代
の
，1

に
お

い

て

は

、
食
1

貨
店
の
開
業
及
び 

.
•そ
の
經
營
は
歡
め
て
：置

な

漱

態

：に
ぁ
っ
た
ど
云
え
ょ
う
。
卽
ち
卸
商
間 

:の
競
爭
が
激
.し
か
.っ
.：.た
が
故
.：に
小

賣

商

は
^

來
た
し
、.：
し
か
も
必
翦
な
店
舖
設
備
の
入
字
も
か
な
り
^t

で
あ
り
、
寶 

本

-
7
^
%
少
額
で
足
ヴ
た
。■し
か
る
に
.そ
：
の

後

ス

ー

パ

ー

：マ

！

ヶ

ッ

ト

の

發 

®
は
小
規
横
小
寶
Is
の
.經

營

々

著

る
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し

く

困

難

介.%
め

ど 
'し
.

た
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潜 

'
は
今
や
^

格̂
で
1.
:か
も
便
^
と

サ

ー

ヴ.イ
ス
，を
豐
か
に
提
供
す
を
ス.
I

九

八
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4ノ
丨

マ

ー

ヶ

ッ

ト
‘えとそ.のを
變
え
て
し
ま
っ

た
。

卽
ち
そ
れ
は
家 

庭
の
主
婦
を
し
て
每
週
か
必
惡
物
を
一
度
‘の
外
出
で
し
か
も
一
力
所
で

の

. 

_
賈
を
可
能
に
す
を
ご
と
に
ょ
り
そ
れ
に
伴
う®わ
し
さ
か
ら
M

し
た 

.

,,
.
:の#
^;
る
。
>か
か
务
麗
者
め
侧
疙
お
け
右&

慣̂
習
の
：變
化
は
亦
卸
商
： 

ノ
..の
水
賣
商
-に
對
オ
る
態
度
を.變
£
1>
办
る
原
因
と
も
な
っ.た
。
.
一
彼
等
に
ど 

•つ
て
は
、
劣
惡
な
經
營
を
辛
う
じ
て
維
持
し
て
い
る
.に
す
ぎ
な
い
ょ
う
な 

小
蹵
商
に
ま
で
®

を
興
え
.サ
I
ヴ
ィ
ス
を
提
^
す
る
こ
と
は
必
ら
ず
し 

■%
有
利
な
こ
と
で
は
な
か
っ
た
し
、
更
に
貸
倒
の
危
險
を
劳
賴
す
る
な
ら 

■
ば
こ
の
こ
と
は
倚一

層
そ
う
で
あ
.っ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
彼
等
は
從
來 

.

..
と
つ
.て
來
た
新
販
路
開
拓
の̂

を̂
放
棄
し
、
福

客

中

の--
.
*
i
定
的
な 

.
':

〈

天
規
摸
小
»'
费
又
の
販
賣
を
俾
進0
’ょ

,5
と
す
る
、
：
い
わ
ば
市
場
の
集
約 

ド
的
開
拓
え
>
そ
.の
方
針
を
切
換
.え
た
の
电
あ
る
。
卽
ち
具
體
的.に
は
、
大 

«
模
小
賣
®

茧
將
來
發
展
0
見
込
ぁ
る
小
寶
店
に
限
っ_て
こ
れ
.を
加
盟
.
 

潑
と
す
る
ヴ
ォ
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タ
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H
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の
結
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を
ば
か
つ
た
の
で
あ
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。
か
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る
小
寳
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の
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が
べ
食
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小
寶
猫
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^
2
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困
難
な
: %

の
と
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'た
の
み
な
_ら
ず
、
脉
费
者
の_
賈

慣

：習

な

る

も

め

が

ー
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度

固

.定
す
る

と 

ィ
き
ヽ
容
易
に
變
化
す
る
も
ガ
で
ば
な
い
と
す
る
な
ら
ば
ヽ
そ
の
將
來
'は
極 

,

4め
て
悲
觀
的
と
宗
ゎ
ざ
カ
を
え
な
い
。
小
寶
商
&

す
る
卸
商
の
倡
用
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供
興
が
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は
や
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し
え
な
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今
日
、
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野
え
の
巯
入
の
大
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な
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猶
た
れ
'た
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れ
る
0
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汎
な
信
用
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供
與
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1
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冢
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効

果
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ず

る
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と
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え

な

い
 

.,
と
し
て
も
、
.そ
れ
が
^
し
て
卸
商
，に
ょ
る#
^
の
§1
き

し

め
.^
相
殺
し
>

.■'
,:■
■る
樺
の
効
果
女
忮
ぢ
シ
る
が
：否
が
極
め
て
疑
問
で
あ
る
。
否
む
し
ろ
平
和

の
訪
れ
と
共
にr

訓
練
の
勦
で
も
又
金
融
力
の
！

i

で
も
不
適
格
な
人
.々

に 

よ
る
小
资
商
業
の
此
の
部n
え
の
流
入
が
か
え
っ
て
減
少
し
、
そ

の

結

果,
 

と
し
て
央
敗
^
も
滅
^
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し
う
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ろ
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と
述
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。
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又
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に
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め
て
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ら
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た
も
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で
あ
る
だ
け
に
、
昏
々
が
此
の
研
究
の
結
架
を
も
っ 

て
ー
、
ぃ
ア
：
メ

リ

へ
力
に

'^
げ

る

商

榮

め

動

向
^

9々

.^
る
こ
.
^
は
た
し
か
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^
早
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で
あ
ろ
う
。
:̂
か
^
な
，
ち
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<
リ
*
特

贫

の

生

谨

證

を

そ
^
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:
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し

て
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規
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.る

.ス

丨

パ
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:
.
マ
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ト
や
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ア
が
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の
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進
的
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機
と
欢
っ
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;
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澤

化
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：最

尨

遲

れ

た

分
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：
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咁

ら
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：
て
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此
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§

漬

小
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業

の
^

に̂
羌
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中
化
め
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向
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^

:
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わ
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一
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か

ろ
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か
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限
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た
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初

、
：
癆

資
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調

會
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®
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月

、'強
い

要

望'か
ら
'
:
v¥.
シ

の

絹

織

讓

者
 

。

の

間

に

設

置

が

認

め

^
れ

、

續

い

：
ズ

、

■•
'■.
:ナ

ポ
”レ
ー
オ
ン
洽
下
の
フ
ラ
へ
ン
ス
の

.

:

:
>?:
六
.の
：
諸

都

市

が

、
.
議

i

を
許
さ
れ
た0
:賢

に

.
"
、
：
.#

賓
協
調
會
の
設M'
::

.
:に
侬
っ
て
、
フ
ラ
，W
は
、
爭
議
の
調
停
機
關
を
有
す
る
最
初
の
近
代
國
'
'

: 

瘃
と
な
る
こ
と
が
出
來
た
の
で
あ
づ.幾
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'
.
:
:
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'
.
^
^
^
^
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■
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_勞
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協
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：#
は
、
エ
場
主)

職
長
>
特
技
を
持
_っ
：
勞

働

者

の

各

代
 

:
.表
が

吆

疆

さ

れ

た

。
：.但
し
、
.如
何

な

る

代

蒙

、：4
1
1
十

蠻

上

の

：者
'«

.•
ー
同
じ
仕
事
.麼
ハ
年
以
上
の
經
驗
を
持9
者

.，
讀
み
書
き
の
出
來
る
者.嘗
.

.て
破

產

し

た£.
ム

の

纪

い

者

飞

な

：
げ

れ

ば

な

ら

な

が

^
た
。
.：
そ

し

て"
綺

：

;.
.局
に
妬
い
て
、>が
が
る
豪
を
備
え
た
も0
が
、
代
表
と
し
ャ
、
エ
場
主-
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■
長

：
，
犄

技

を

特

：

;'
0
勞

響

0-
間
ぢ
ぉ
け
る
'#
'
僧

灣

の

選
.擧
.に
依
.っ
：

；

て

、.選
出
さ
れ
た
の
で
あ
釭
。
：：尤
髮
へ
：特
艘
を
持
：マ
勞
働
者
は
、
：
金
勞
働

：： 

渚
の
う
ち
で
も
、.極
め
て
少
數
で
知
ね
、.從
っ

：
てv

.^
働
潜
の
.意
.询
が

、
.

ハ 

金
膛
と
.し
.て
勞
資
協
調
會
に
反
映.か
れ
る
.と
い
}
こ
.と
は
稀
で
.あ
，
っ
：
た
0 

ぺ
レ
か
.%、.
'1
«
に
...
、'
35
1
.人
以

也
'^
忘
^
以

下

..
>
規

定

寄
^

.
ち
、
工
場
'王
の
：
代

表.は
、
職
長
を
含
む
勞
働
者■
の
代
读
ょ
；0
も
、
常
：に
■

}

名
だ
け
多
七
だi

れ
ば
な
.ら
な
か
っ
た
.が
'ら
、
職
長
を
含
め
て
、
全
勞 

擊

の

立

場
_
ぺ
無
覦
さ
れ
る
と
い.う
こ
ど
が
碧
て
多
か
づ

(

た
の
.で
.あ 

.る
：:0
然
!>
、
，
後

呤

、
ぺ
勞
資

i

會

のE

部

に

ぉ

げ

石

で

場

生

ぬ

が

：か

る

機

.
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:位
ぼ
、.
*長
を
含
む
澇
i

俯
も
亦H

場
主
と
同
數
の
代
表
を
遂
ヴ
得
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ょ
う
に
な
っ
て
、
漸
く
是IH
さ
れ
る
ょ
う
に
な
、っ
た
の
で
あ
っ
た
。

:
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，
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^
:
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賛
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威
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マ
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働
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の
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1
_項
_
、
ー

論

長

の

鐵

名

糧

：

1十
四

時

撊

坎£に
效
カ
を
發
^
へ
如
何
が
る
- 

.

渚
も
、
こ
の
決
定
に
は
一
應
服
從
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の

^

.
ち
-る 

o
: 

:
■
.■
. 

. 

:

■;
..;
. 

- 

■

へ

議

の

調

4
ど

，
ば

別

：
に

濟

_

«

»

_

常
っ
•た
。
例
え
ば
、
規
則
の
違
犯
渚
、
工
場
主
に
對
し
$

遜
の
態
度
を
.

V
I
:ニ
日
間
の
梃
獄
に
處
す

R

こ
：も
が
出
來
た
の
で
あ
る':
0
:又
當
時
フ
：ラ
ン
ス
卜 

て
：の
#
娜
に
_
っ
た
1

^
ゅ
1

破

壊

運

動

笊

對

し

允

も

、
，
#

繁

協

調

會
 

'■
'
:.^;
a
產
關
心
を
寄

せ
V
V煽
動
者
を
處
罰
兮
る
ど'い
ぅ
强
い
態
度
にW
 

た
程
で
あ
っ
た
。•- 

.

、
>げ(

法
律
お
获
か
が
る
囊
の
：ほ
が
に
、

)

勞

資

協

調

會

は

、
■
，
管

理

上

の

漏
 

.:
'
;
-
电

持

：
づ

ぞ

ぃ

^

;

_

ち

;>
'
^
資

齓
,
會

に

對̂
弋

は

、'
:商

標
^

へ

. 

Hm-
.內
部

：
に

お

け
'る
勞
働
狀
態
を
年6

ー
囘
調
查
す
る
辩 

-利
;>「

規
則
の
違
犯
に
關
す
る
諸
事
實
を
確
證
す
る
權
利
扒
認
め
ら
れ
て
い 

た

<0
-
で
あ
る
ボ
然
し
、
：
こ
の
興
の
任
務
を
遂
抒
す
る
た
：め
の
費
用
は

、
'
«

’
0;
法
律
ま
の
：職
能
を
巢
す
た
あ
办
：經
費
と
共
に
、
；地
方
都
市
の
負
瘡
と
い 

さ

」

と
に
な
づ
^
い
女
0
.:
;
.:'
,
.
'
公

,

.

と
に
かV

、;

勞
資
協
調
會
は
、
.ナ
ポ
レ
；オ;{
/
治
下
の
フ
.ラ
ン

ス
.r
お
い
.

,

て
、
顯
著
.は
實
緣
を
擧
げ
る
こ■>
■
が
出
來
た
。
#
っ
て
、.
.第
十
九
世
.紀Q:.

.
そ

れ

以

後

の

睁

期

に

：

お
，
い'て
も
、V勞
資
協
調
會
队
、.商
事
審
判
所
•
饴
敦 

，.判

事
■:
*
:
民

事

裁

判

所

と

共

に

、

.勞
資
關
係
の
調
停
機
關
、の
一
，つ
と
し
て
、
.

/

廣
値
を
持
な
だ
。；
し

か
.%
、
,過
去
に
お
げ
る
そ
の
素
晴
し
い
業
績
か
ら
、

V

勞
資
協：

調
會
は
、
絕
對
的
が
調
停
機
關
と
看
馨
れ
て
い
た
：程
で
あ
.

る
"*

.、

.文
現
に
：、
；相
當
な
成
功
を
肷
め
て
い
た
。
例
え
ば
'」

八
.
三

〇
年
か
ら
ー 

_ 

.
八
四
ニ
年
の
間
に
っ̂
て
い
え
4
、
六

十

八

の

勞

資

協

調

會

に

，お

い

て

決

-' 

::
:戮
さ
れ
た
.瓦
、
.1 ；

七

-7
\
件
.の
荦
_
の
ぅ
ち
、プ
上
訴
さ
れ
な
い
も
の.ー
、
九

..

.

■

0四
怦
、
上
訴
さ
れ
た
も
の
：三、
. 一I

七

四

件

で

あ
：：

つ

た

が

、.上
訴

さ

れ

た
.
.
. 

、
と
の
三
、1,1.

七
四
件
の
，ぅ
ちV
;撤
が
に：-1

九
0
件
が
實
際
に
上
級
裁
判
所■■
■ 

に

お

い

て

取

上

げ

ら

れ

た

に

過

ぎ

な

か

ク

た

，
の

で

;&
る

.°

.

.從
っ
.て
、
：
勞

資

一.

:
./

協
調
會
.の
決
定
.は
' 
產

に

お

：.い
：.て
公
1£
な
も
の
で
あ
巧
た>'
い
っ
て
ょ
'.
:
;

'

■
い
。
又
一
八
七
六
年
か
ら

1

八
八
〇
年
の
間
に
お
い
て
は
、'決
裁
さ
れ
た
：

.
三
、
0
ニ
七
件
の
ぅ
ち
、'
1
0ニ
#
栌
上
訴
さ
れ
\
實
際
に
.は
廑
か
に
七> 

.十
一
：件
‘
取

上

げ

ら

れ

た

に

過

ぎ

な

か

つ

だ

程

で

あ

今

た

.。

:

■

•
'
.
.

.

.-然
ら
ば
ク
か
か
'る
成
功
は
、
：|
.鸱
何
に
基
因
し
た
の
：が
。̂
資
協
調
會
''
'

、

が
、.勞
資
の
1
:致
:̂
た
必
耍
か
ら
設
置
さ
れ
た
た
め
ば
か.り
.で
.ば
な
い
。
.

.

. 

'.
;

.

.
寧
ろ
、
勞

資

協：

調

#
か
構
敗
す
る
各
代
表
が
、'.
.經
營
に
直
接
の
利
害-

: 

ゝ
を
有
す
る
漭
と
し
て
’
^

營

上

の
撞
み
众
醒
の
處
理
に
對
上
最
適
任
で

.

:

.
あ
つ
.た
允
め
で
あ
る
：9
そ

し

：
て

、

勞

働

者

侧

か

塞

出

さ

れ

た

代

表

が

、
''
,
'

:

:.
:
H場
主
侧
か
ら
環
さ
れ
た
代
表
と
：、
同
數
で
、
.し
か
も
同I.

霧

：
に

お

：

:
ぃ
て
荇
動
し
得
た
と
と
が
、
勞
賛
勘
調
會
の
輝
か
^
い
晓
功
を
ー
餍
確
實
ぐ 

な
^
の
と
し
た
の
で
ふ
っ
た
。
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0

:
フ
デ
ン
ス
に
お
い
て.は
、
鐵
道
建
設
が
、

V

中
央
政
府
の
指
導
に
依
っX 

遂
行
さ
れ
た
;>」

1の
慮
;̂
-

|
い
て
、

」

正
忙
、
/フ
ラ
ン
火
办
鐵
道
は
、
軟 

府
の
指
示
も
な
く
計
畫
さ^;
た
ィ
ギ
リ
ス
の
鐵
道
と.、
對
比
さ
る
べ
き
も. 

.の
で
あ
っ
た
。
'.
'

.

.

.
;

■

.

.

.

一
八
ー
ー0
年
.以
來
、：
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
は
、
主
と.し
て
、
.政
麻
直
«
 

.の1:

奪
門
機
關
が
.、
鐵
遒
•建
設
計
畫
を
立
案
し
た
。
こ.の
靡
門
機
關
は
、
'

. 

高
級
技
師
ょ
り
構
成
さ
れ
、
鐵
道
建
設
に
關
す
る
限
り
、

.絕
對
的
な
權
限
. 

を
附
與
さ
九
て
い
た
。.然
し
.、
そ
の
構
成
者
が
技
術
家
で
あ
っ
た
た
め
、
 

鐵
道
建
設
計
畫
に
際
し
て
は
、_
濟
問
題
が
看
過
さ
れ
、
«
ら
技
術
的
稱 

點
か
ら
办
み
考
慮
が
拂
わ
れ

；

て
い
'た
。
例
立
ば
、
一
路
線
を
出
來
る
限
り
歡 

線
と
す
る
た
め
に
、
地
方
都
市
の
中
心
部
を
通
過
す
る
.こ
と
が
故
意
.に
避
.：
.
.
. 

'け
ら
^
た
程
で
あ
る
：0然
し
、
.と
に

か

ぐ

、
_
フ

ラ
ン
ス
に
お
い
て
は
、
瞬
. 

府
直
屬
の
一
寓
H
il
關
が
，、
皁
べ
か
ら
鐵
道
建
設
計
畫
を
直
接
監
督
t

v 

い
だ
の
.で
あ
.つ
.た
。f
そ
し
て
、.
一
八
三
四
年
^
に
は
、
こ」

の
機
關
に
依
つ 

て
、
パ
リ
と
オ
ル
レ
ア
ン
、

.パ
リ
と
マ
ル
セ
ー
ズ'
.パ
リ
と
ベ
ル
ギ
ー
國■

墙
と
を
結
ぶ
鐵
道
が
計
鱟
ざ
れ
、：.そ
れ
以
後
の
時
期
に
お
い
.て
%'
、
他

の
こ 

路
線
.にづ
.い
て
、.同
じ
機
關
の
指̂
-

^
お
い
て
、
：建
設
計
靈
が
^

:
し
ノ 

て
1 \

た
0 

. 

. 

•

.

.

.

.

',
と
、の
：.ょ
.5-
に
.、
.'
，フ」

フ
ジ
K

rお
：い
.て
は
' 
霞

が

、
謹

建

設
.に
對
>
 

て
重
大
な
關
心
ゼ
繁
ぜ
：て
い
た
に'も
拘

わ

导

、.プ
'テ
ノ

：
ス

に

蚝

け

る

鱒


